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ロロ匠ホテルグランビュー高崎
お問い合わせ 第 123回 同窓会実行委員会 (94期)実行委員長高野由博 代表幹事廣瀬―成 [メール]takataka.kanji@gmaiLcom
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鰤心攣芦.I警摯.季令等

代 表 取 締 役 神 宮 嘉
一

〒370‐ 0042 群馬県高崎市貝沢町614番 地
TEL:027‐ 361-5337 FAX:027‐ 362‐ 9389

http://」 ingu‐ kOgyO.C Oin

一燒蜀骰
一義荼瘍一一一
酪睾倅ビ一銀安藤義孝響樹フ霊12骨響6
内科 ツ!ヽ児科・呼吸器内科・アレルギー科

上野医院

院長上 野 達 雄 (63期 )
上 野 学 (94期 )

〒366-0810 埼玉県深谷市宿根706-1
TEL・ FAX(048)573-7310

J鴇馬トヨバ【″グル

はたらく誇りあふれる感謝 笑顔かがやく

代表取締役 大山 駿作

(71期卒)

奪‖:かなた税理童朧入
矢中事務所 。大奮支鷹

‐

税理士加藤勝二(62期 )税理士高橋正光 (72期 )

税理士 加 藤 勝 (96期 )URL http〃www kanata orjp

坂本正樹法律事務所

鑢育英会理事長坂本 正樹
〒370‐ 0813 群馬県高崎市本町 172
TEL 027‐ 327-7717 FAX 027‐ 326‐ 9683

高圧ガス・溶接材料・工作機械・LPGの総合商社

株式会社モテキ

本社/高崎市問屋町3丁目3の 1
TEL(027)361-3910
httpS:〃WWW・ m.Oteki‐ ltd・CO」 p

n
苺学苺

躙

顧客 と時代の二―ズを追い求めて

a)糸 丼商事株式会社
糸丼ホールディングス株式会社

C頷
|1曖軋l
:饉 :

代表取締役 糸丼 丈之 (72期卒)
群馬県高崎上大類町399番地2
TEL:027‐ 352-6335
URL:https://www■ ol― shoji COリ ノ

代表社員小此木 清
〒370-3511高 崎市金占町1221番地
TEL 027‐372-9119 FAX 027‐ 372-2210

鍼
弁晟|「 弁護士法人龍馬

ぐんま事務所

隧億丸善 株式会社
代表取締役 早 川 正 雄 (75期 )

高崎市問屋町三丁目7-l TEL027-370-4165

httpsi//maruzen― fukushiyougu.corn

弁護士 長
ォ 参
之 ●4期)黒

雷皐 裟鴇 請地町H番地6
弁護■ 田 島慎 太 郎 (96露)TEL 027‐ 325‐ 9123

弁護十 飯 野 豪 (104期) 総許 ,2ト
ワ
f、綿 11課

lakilaw grip

~~す
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たかさき法律事務所

医療法人真木会真木病院

理事長・院長

真木 武志
局崎市筑縄町71-l TELi027-361-8411

事

魃熊丼戸工業曇瑾
代表取締役 熊井戸 浩―
(78期.S54年卒)

高崎市江木町710番地の1

TEL 027-322‐ 4187(イ t)

金上毛新聞社
代表取締役社長 関 口 雅 弘 日]同

(76期 S52年卒)憲 ]離彊
〒371‐ 8666前橋市古市町1-50‐ 21 i罰冒題理
TEL 027‐ 254‐ 9911      1二

:r.■ :■

"

株式会社堤組舗装

会長 堤    謙  ,台
〒370-0077群 馬県高崎市上小塙町 799‐ 5

電話 027(343)47440 FAX 027(343)4438

Θす,中組
〒370-0861群馬県高崎市八千代町2-1-6 te1027322-2893

代表取締役 竹中 隆(79期 )

晰野甲舞曝
外科・ 胃腸科・肛門外科  整形外科・ リウマチ科

院長 野口 俊昭 (78期 )副 院長 野口 俊康 (82期 )

〒370‐ 0067 高崎市請地町38 ■1027‐ 322‐ 2288

住 所 群馬県高崎市上大類町 392-2
電 話 027-352-6765
F A X 027-352-6767

CC爾康お|

群 協 製 作 議
代表取締役 遠 山 昇 (79期 )

専務取締役 遠 山 雄 彦 (84期 )

常務取締役 斎 藤 秀 雄 (84期 )

くな)株式会社山岸製作所
代表取締役

山岸 祐二
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藤間精練株式会社

代表取締役 (79期 )

Kazuo Toma

_■ム

ラ六こ藤 間

||.‐‐‐‐‡|||||||||||||||||||‡| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | ‐‐‐‐‐‐大警な道から小さな驚車場まで

■
脩
丼上道路株式会社

代表取締役 社長

花 井 好 機 (82期 )

劣薇力
"《
工業l朱式書社

代表取締役社長 り|1 鍋  太  志

饉
理理饉順
JY口」ETSull
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上越鋼業株式会社
代表取締役波潟憲昭
(同 窓会長・81期 )

高崎市L豊岡町560-10(八 幡第二工業団地)

TEL027‐ 343■ 325(代 )

雇織株式会社ゴールデンパートナ̈̈ズ
東京の不動産のことなら
お任せください II

代表取締役社長大沢 貴頼 (83期)呈蛹星
東京都港区六本木 1-7-28-4F 響轟規露
TEL 03-3568-7779    □l●■■モ

院長   〒370-006,
重田政樹 曽m-4

税理士法人真下経 営

代表■員

'■
生 興 下 哲 夫

C鬱
=ヨ===

甥5胸‖‐書寵 サンエスエ業 株式会社

代 表取締 役 7青
:水
威  (85期卒 )

専務 取締 役 ,青水 崇  (87期卒 )

本社 群馬県高崎市下室田町 1159番 地 2
高崎 群馬県高崎市町屋町 710番地
TEL 027‐ 340-1581 FAX 027-340‐ 1591

芝大門法律事務所

弁護士 田村 佳弘 (83期 )
東京弁護士会所属

東京都港区浜松町 1‐ 9■ O Daiwa A浜 松町ビル 5階
TEL:03-3438-1498 y‐ tainura@shibadaimon.gr.jp
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ライズ総合保険
AD Flagship partner高崎

有限会社富田総合保険プランナーズ

代表取締役 富 田 和 弘 (85期 )

武 山 雄海 (102期 )

瘍 五十嵐会計事務所

税理士五十嵐知行 (86期 )
〒372-0054
群馬県伊勢崎市柳原町56-2 TEL:0270-23-1711

_:_憂雲人手ヽ佐藤病院

院長佐藤 雄一
〒371)― (ヽ 36‖馬県■崎市若松口196 Tl'1.:027-322-224.,
診凛そ付 S:(,(,～ 12:「10/13:.30～ 16:3()予 約制
休診日1水曜日午後/日 曜/祝 日

'

酒類小売・全酒類卸売・業務用卸・通販・ワインスクール・ベーカリー

有限会社仲沢酒店

代 表 取 締 役

仲 澤 賢
一

地酒・ワイン

なかざわ酒店 広岡物産株式会社
代表取締役 広 岡 浩 士 (86期 )

〒370-0007高崎市問屋町西二丁目4番地の17
TEL:027-363-2551

SATO
Clinic

A療 法 人社 M慈 育 会

佐 藤小 児 科 内科 医院
院長

佐藤 秀樹
〒370-0841 群馬県高崎市栄町27-13
TEL:027-322-4498 FAX.027-322-4490

小林内科覇腸科医院

院長 小林 良太
〒370-0004群 馬県高崎市井野町649-2
TEL:027-362-5188

甫″つ

り蝙 Kzuh■o SHZtК A,MD,Ph.D.

在宅支援診療所 内科・循環器内科・整形外科

〒370-0004群 馬県高崎市丼野町1223

■Ome Page‐ hitpS■ ,linSeidO‐ lin COm・

仁静堂医院

静 不□彦院長
(87期 )

迪 塾

個別′集団指導 (小ф嵩生 )西 蓉実撃蔽讐:≦し CEBU流 学

塾長 櫻丼健― (37期 :応撮割 )

理事長 佐藤泰然

TEL 027-362…1811(it)

高崎市下小鳥町 1277番地

常勤医師

佐藤 和徳 (5フ 期)

関 敏克 (5フ 期)

前澤 晃 (71期 )

町田 政久 (78期 )

矢野間 透 (100期 )

特定医療法人 博仁会

第―病院 9株式会社丼ノ上
代表取締役社長 丼 上 幸 己

〒370-0849 群馬県高崎市八島町265
TEL:027-322-1143  FAX:027-325-5201

疇亦Ωf)I≧"蕊羅籍5乱w馨1で
テム

株式会社ジー・エス・ディー

代表取締役 佐 藤 英 樹  (藤 部 92期 )
〒370‐ 0058高崎市九蔵町 25-l WESTIN 1 401号
TEL:027‐ 323‐ 3880    MAILl h_sato09‐ s‐d net

uRL:htp:″ www.9‐ s‐ d net

GKU株 式会社
“

ル」口■臨0なと,,,■ ■日ヽ は,^とよ名奎●|ヽ鮨
"ti

代表取締役 ′IIョF禾「 :等髪|(98期 )

群馬県高崎市中大類町 118番 地 3 TEL027(350)7020

回澳ま日

感 H ‐ 飾
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オフィスに、いいね!隧_りをもつと

offtctik&m
◎ASAH:
株式会社アサ ヒ商会

代表取締役 廣瀬一成
(94期  1995年 卒)

1内コ]|1循 環器内¬ 巨 児ヽ科 |

くらがのファミリークリニック

〒370-1201 群馬県高崎市倉賀野町2044-1
TE=:027‐ 346‐ 0880 https://kuragano net

⑥
院長 大山 啓太

(株)倉 屋
〒370‐ 0007高崎市問屋町西 1-4-6
TEL 027-361-3441  FAX 027-361-3437
URLI http1//www kuraya― zakka co lp

雑 貨 卸 &リフォーム

静内科

(94期 )

TEL:027-370-0フアア
https://sh izu ka na i ka.com

〒370‐ 00ア 1
群馬県高崎市小八木町799-1

静 毅人

つ|ぶさ薬飩

晰有限会社つばさ薬局

代表取締役高野由博 (94期 )

鼈 ?subasa ?har:necy

、 口τHER.5cし lNI⊂ τ目n口 R臼

田村 友宏

受付時間:9:00～ 17:00
※米・土曜の午後、日曜・祝祭日は除く

al
院長

群馬県前橋市小屋原町584-1
TEL:027‐ 266‐ 8803

代表取締役清水正樹
〒370-0007群 馬県高崎市問屋町西 1-1-3
TEL 027-362-8484  FAX 027‐ 362-8486

▼簸鏡清水商事

∠

〃
′ELSPIINA

クングエ業株式鐘

代表取締役 串田洋介 蠅

鷹人轍矢崎 医院
議li'1桑 饒鵞マ鬱8蜂導鬱e導 1溝

鼎畠粽 矢崎 聡
群馬県高崎市剣崎町 1049‐2 TEL 027(344)3511

q困レ株式会社大利根漬
大利根漬

代表取締役社長 富 澤 慎 一

〒370‐ 3334 群馬県高 .,市 本郷町150‐ 1
TEL:027‐ 343‐ 6007 FAX:()27‐ 344‐ 1588

HP:httpl′ ww、 ohtoneduke com′

隋罐 塚 本工務店

代表取締役 塚 本 浩 史
〒375-0024群馬県藤岡市藤岡1848-1
TEL 0274-23-1212(イ t)FAX 0274-24-2300

又補ゴ会社根岸
代表取締役 根 岸 淳

専務取締役 根 岸 彰
〒370-2107群 馬県高崎市吉井町池フア
TEL 027-387‐ 3431 FAX 027-387-3051

代表取締役 平 山 貴 祥 (104期 )

高崎市並榎町 115番 地
TEL.027-322-4911

協和補償コンサ脱覧外株式会社
マ
‡=
:

https,//www.wakakusa.ne.jp

心動かされる広告を目指 して。

は|‐‐‐‐‐繹‐‐‐‐辟
‐
1独題 宿雷p若掌協π

橋 谷  龍 (111期卒)
プリテストンタイヤ高崎販売株式会社

〒370-0007高崎市問屋町西 1-5‐ 9
T0273634366F0273611840
hashiya… r@bst―takasakijp
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o"f 来年は95期が当番幹事を務めます。

何とぞよろしくお願いいたします。

～95期―同～

ゴきました。94 自~二
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第124理同窓会実行委員会
実行委員長 高橋祐―郎
95期代表幹事 清水正機
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所有者

第 123回 群馬県立高崎中学校
群馬県立高崎高等学校

同窓会 総会

▲
■困E
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P▼q

司会 :田 島 創志 (94期 )

次 第

1 開 会 の言 葉      副会長 清水 威  (85期 )

2 校歌斉唱
3 物故会員への黙祷
4 1奥拶          会 長 波潟 憲昭 (81期 )

校 長 佐鳥 秋彦 (85期 )

5 叙勲・褒章等受章者へ記念品贈呈 波潟会長

受章者代表謝辞   滝沢 政吉 様 (62期 )

6 翠轡育英会から感謝状贈呈者紹介 理事長 :坂本 正樹

7 i議事 。報 告      議長 :波潟会長

第 1号議案 令和 6年  事業報告 (花井本部幹事長 (82期 )
同   決算報告 (原澤会計 (事務長))及び

監査報告 (小板橋会計監査 (81期 )

日時 :令和 7年 1月 25日 (土 )
15日寺～ 16日寺

会場 :ホテルグランビュー高崎

1

(71期 )

 ヽ      ∩
ノ・ ・ ・ 〔)

)。 ・
。4

第 2号議案 令和 7年  事業計画案 (花井本部幹事長 ) 5

同   予算案 (原澤会計)・ ・ 。・・・・・・・・・ 6

第 3号議案 同窓会会則第 9条の改訂について (維持会費の値上げ)

そ の 他 ①第 31回同窓会ゴルフ大会について (87期 )
②母校現況報告 (小西副会長 (教頭、87期 ))

8 閉会の言葉      副会長 神宮 嘉一 (88期 )

7

8
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植原 昭士 53期瑞宝双光章

53期瑞宝双光章 小林 隆」」″じ♪2

竹内 源一 53期3 瑞宝双光章

54期北原 文夫4 瑞宝双光章

54期瑞宝双光章 清水 克己
星 信定 54期瑞宝双光章

55期峰 哲彦7 瑞宝双光章
口「
ワム

士 回
口 円 55期8 瑞宝双光章

尺
ヽ
ン
Ｌ滝 士
口
卜
Ｋ
■
つ
62期9 旭日小綬章

65期10 旭日双光章 横田 貞一
藤倉 新一 68期11 瑞宝双光章

71期小高 章12 瑞宝中綬章

71期13 瑞宝重光章 羽鳥 光彦

令和 6年 叙勲・褒章等 受章者
月IJ50音サ1贋

令和 6年 翠轡育英会 感謝状 貝曽呈者
別 5 敬称略

高橋 昭雄 59期
串田 紀之 67期2

67期松本 裕文3

68期藤倉 新一4

86期5 86期同窓会ゴルフ大会幹事 代表 佐藤 雄一
93期93期同窓会新年総会 代表幹事 川手 和義



公益財団法人 翠轡育英会 活動ご報告

平素より翠轡育英会活動にご理解、ご協力をいただいており、深く感謝とお礼を申し上げます。
公益財団法人翠轡育英会につきましては、お陰様にて同窓生の皆様方よりのご厚志、ご寄附を戴き現役生徒達ヘ

の奨学金給付、体育部・文芸部の関東大会・全国大会出場への激励金支給を行 うことができておりますc
本年度も皆様より大変貴重なるご厚志を戴きました (表-1)本当にありがとうございました。
奨学金給付につきましては、 1年生～ 3年生合計 16名 に対して実施しております。 (年間192万 円)部活動活躍に
対しては、文武両道での活躍に激励金給付 (表 -2)を 実施 しております。
翠轡育英会へのご厚志・ご寄附は確定申告時の寄附金控除対象となっております。 1万円以上のご寄附をいただ
きました皆様には、当会より「控除対象寄附金受領証明書」をお送りしております。是非ご活用いただきたいと思
います。 (ご寄附振込口座は同窓会報に詳細記載 )
今後とも翠轡育英会の存在・活動にご理解いただき、尚一層のご協力を賜りたく心よりお願い中し上げますc

令和6年度 翠轡育英会 ご厚志寄附者名簿

理事長 :71期坂本正樹

(表 -1)

激励金支給部活動一覧 太字 :国際・全国大会 (表 -2)

聰 年度 寄附者ご氏名 期 寄附額 寄附年月 日

308 第122回同窓会新年総会
93期代表幹事 川手 和義 様 93 39,701 令和6年 4月 15日

309 松 本 裕 文 様 68 200,000 令和6年4月 23日

310 第30回同窓会ゴルフ大会
86期代表幹事 佐藤 雄一 様 86 93,000 令和6年5月 29日

311 藤 倉 新 ― 様 68 100,000 令和6年 6月 3日

312 串 田 紀 之 様 67 100,000 令和6年 7月 29日

313 匿 名 2,000,000 令和6年 11月 28日

314 高 橋 昭 雄 様 59 50,000 令和6年 12月 18日

315 匿 名 600,000 令和6年 12月 26日

3,182,701

一般同窓生ご寄附 1,541名 1,541,000

部名 出場全国大会名 対象人数 支給金額

ソフトテニス部 5/25 関東ソフトテニス選手権大会個人 (群馬県) 個人 4名 40,000

ソフトテニス部 5/31 関東ソフトテニス選手権大会団体 (群馬県) 団体 8名 60,000

バ レーボール部 5/31 関東高校男子バレーボール大会 (山梨県) 団体 14名 60,000

卓 球 部 5/31 関東高校卓球大会団体 (群馬県) 団体 8名 60,000

SSH部 6/2～ アジア物理オリンピック(マレーシア) 個人 1名 10,000

陸上競技部 6/14 関東高校陸上競技大会個人 (東京都) 個人 4名 40,000

ソフトテニス部 6/19 コーセン杯ハイスクールジャパンカップ (北海道) 個人 1名 10,000

ssHtrB 7/13～ ヨーロッパ物理オリンピック(ジョージア) 個人 1名 10,000

ソフトテニス部 7/19 東日本ソフトテニス選手権大会個人 (千葉県) 個人 2名 20,000

水 泳 部 7/20 関東高校水泳競技大会 (茨城県) 個人 7名 70,000

放送メディア研究部 7/22 NHK杯 全国放送コンテスト(東京都) 個人 1名 10,000

(通 )卓球部 7/23 全国高校定時制通信制体育大会卓球大会 (東京都) 個人 1名 10,000

マンドリン部 7/27 全国高等学校ギター・マンドリン音楽コンクール(大阪府) 団体14名 60,000

陸上競技部 7/27 全国総体陸上競技大会個人(福岡県) 個人 1名 10,000

ソフトテニス部 7/29 全国総体ソフトテニス競技大会 (長崎県) 個人4名 40,000

英語弁論部 7/30 全国高校総合文化祭 弁論部門 (岐阜県) 個人 1名 10,000

競技かるた部 7/31 全国総合文化祭小倉百人一首かるた部門 (岐阜県) 個人 1名 10,000

バレーボール部 7/31 全国総体パレーボール競技大会 (大分県) 団体12名 60,000

囲碁将棋部 3/1 全国高校将棋選手権大会 (岐阜県) 個人 1名 10,000

新 聞部 8/1 全国高校総合文化祭 新聞部門 (岐阜県) 個人 2名 20,000

文芸 部 3/2 全国高校総合文化祭 文芸部門 (岐阜県) 個人 1名 10,000

鉄道研究部 8/4 全国高校鉄道模型コンテスト全国大会 (東京都) 個人 4名 40,000

(通 )陸上競技部 8/12 全国高校定時制通信制体育大会陸上大会 (東京都) 個人2名 20,000

囲碁将棋部 8/20 全国高校将棋竜王戦 (福岡県) 個人 1名 10,000

和太鼓部 8/22 関東地区高校和太鼓選手権大会 (神奈川県) 団体13名 60,000

文芸 部 8/18 全国高校俳句選手権大会 俳句甲子園(愛媛県) 団体5名 40,000

陸上競技部 10/19 関東高校選抜新人陸上競技選手権大会 (栃木県) 個人 1名 10,000

山 岳 部 10/25 関東高校登山大会 (神奈川県) 団体 4名 40,000

通 信 制 11/17全国高校定時制通信制生徒生活体験発表大会 (東京都) 個人 1名 10,000

囲碁将棋部 12/22 関東高校文化連盟将棋大会 (栃木県) 個人 1名 10,000

パレーボール部 R7/1/5全 国高校バレーボール選手権大会 (春高バレー)(東京都) 団体 18名 60,000

930,000

2
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1号議案 令和6年 高崎高等学校同窓会 事業報告 令和6年 12月 31日 現在

月 日 同窓会事業 日 支部活動等 日 学校行事

1月
5日

(金 )

会計監査
(高崎高校、午前11時 )

12日

(金 )

第1回本部幹事会
(魚仲、午後6時 )

13日 (土 )

14日 (日 )
大学入学共通テスト

20日

(土 )

第1回常任理事会
(翠醤会館、午後2時 )

27日

(土 )

第122回新年総会 ※幹事93期

(グランピュー高崎、午後3時 )

2月
23日

(金 )

関西翠替会 総会 (三校合同)

(鳥よし本店、午後6時 )
21日 (水 )
22日 (木 )

選抜

28日

(水 )

東京同窓会
(だるま酒場

新年会
午後6時30分 )

3月
1日

(金 )

卒業式
※同窓会長賞授与、祝辞

28日

(木 )

第2回本部幹事会 ※異動者送別
(魚仲、午後6時 )

5日

(火 )
選抜合格発表

4月
9日

(火 )

入学式
※同窓会長祝辞

20日

(土 )

第2回常任理事会
(翠轡会館、午後4時 )

12日

(金 )

歓送迎会 (サ
・・シ・ョーシ・アンハウス1997)

※同窓会長祝辞、記念品贈呈

5月
10日

(金 )
県高校総体 (開会式)

26日

(日 )

第30回同窓会ゴルフ大会
(サンコーCC、 幹:事 86期 )

20日

(月 )

創立記念講演会
※講師 :山越厚志 (75期 )

6月
12日

(水 )

第1回同窓会報編集委員会
(同窓会事務局、午後1時 )

14日

(金 )
東京同窓会 幹事会
(明治記念館、午後6時 30分 )

1日 (土 )

2日 (日 )
翠轡祭

20日

(木 )

第3回本部幹事会
(グランピュー高崎、午後5時 30分 )

27日

(木 )

翠轡体育会 総会
(グランピュー高崎、午後6時 )

20日

(木 )

第1回理事会 ※新任者歓迎
(グランビュー高崎、午後6時 30分 )

29日

(土 )

藤岡翠轡会 総会
(藤岡商工会議所、午後4時 )

7月
11日

(木 )

第2回同窓会報編集委員会
(同窓会事務局、午後1時 )

3日

(水 )
先輩、教えてください !

8月
27日

(火 )

次世代会員意見交換会
(グランビュー高崎、午後6時 )

29日

(木 )

第4回本部幹事会
(魚仲、午後6時 )

9月 延期
第釧ヨ幕任理事会
侶賄諄イ裟許午後割→

延期
翠書体書会ギ

"夫
会

←ン斗→ 0

19日

(木 )

第3回同窓会報編集委員会
(同窓会事務局、午後1時 )

20日

(金 )

第78回定期戦
(前橋高校 )

26日

(木 )

期別代表幹事会
(グランビュー高崎、午後6時 30分 )

26日

(水 )

高校OB対抗ゴルフ大会
(白水GC)

10月
22日

(火 )

常任理事会・理事会
(グランピュー高崎、午後6時 30分 )

25日

(金 )

第4回同窓会報編集委員会
(同窓会事務局、午後1時 )

25日

(金 )

東京同窓会 総会
(The Place oF Tokyo、 午後6時 30分 )

25日

(金 )
県総文祭 (開会式)

不明
前高塙高αギ拐峡会
尋詢姫郵経)0井※遭喘略も

11月
16日

(土 )

碓氷安中翠替会
(並木苑、午後4時 30分 )

6日

(水 )
マラツシ大会

16日

(土 )

榛麓翠轡会「榛麓の集い」
(つかさ、午後5時 )

12日 (火 )

15日 (金 )

修学旅行

29日

(金 )

同窓会報 (第 58号 )発行
(23,000部 )

24日

(日 )

翠書体育会ゴルフ大会
(サンコーCC)

12月
5日

(木 )

第5回本部幹事会
(魚仲、午後6時 )

9日

(月 )

同窓会報 (第 58号 )発送
(維持会費振込用紙等同封)
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令和 6年 同窓会会計決算報告書

11,083,241

群馬県立高崎高等学校

159」 444 (次年度へ繰越し)

【支

11,242,685

費 目 予算′額| 決算額 増  減
01 繰 越 金 265,321 265,321 0

02 入 会.金 2,852,000 2,889,800 37,800 日議」282名 (09900) 制49名

8,100,00003 維 持 会 費 7,828,486 △  271,514 2,726名 (振込手数料911514円 を除く

04 雑 収 入 252,679 259,078 6,3199 寄付・恥bサイト協賛金・記念品収入 。名簿収入ほか

合 計 11,470,000 11,242,685 △ 227,315

費 目 予算額 決算額 残 額

11会  議  費 1,300,000 1,594,161 ∠ゝ 294,161

① 会 議 費 700,000 1,153,146 △ 453,146 ほ か

② 総 会 費 600,000 441,015 158,985

12祝  賀  費 350,000 495,465 △  145,465 叙勲記念品 。東京同窓会等祝金ほか

13 餞  男II  費 200,000 100,000 100,000 令和5年度末離退任職員 義別

14慶  弔  質 100,000 160,000 △ 60,000 供花代

15通 信 印 刷 費 400,000 407,811 △ 7,811

16 方fi 費 100,000 100,000 か

17同 窓 会 報 費 4,600,000 5,025,065 △ 425,065 同窓会報発行費・翠轡体育発行費・発送費ほか

18事  務  費 1,600,000 1,554)276 45,724 事務職員人件費 。事務用品はか

19母 校 支 援 費 1,600,000 327,118 1,272,882

① 同 窓 会 長 賞 100,000 53,482 46,518

②入学・事業記念品 700,000 273,636 426,364
賞状 。文鎮ほか

証書ファイルほか

③諸 活 動 補 助 800,000 0 800,000

20資 料 整 理 費 100,000 134,200 △ 34,200

21補  助  費 300,000 300,000 翠

22環 境 整 備 費 400,000 178,465 221,535 指月庭およびバラ園の維持管理ほか

23 雑 費 300,000 606,680 △ 306,680 データ投下代ほか

24特 局|1会 計積 立 100,000 100,000 特別会計への積立金

25予  備  費 20,000 0 20,000

合 計 11,470.000 11,083,241 386,759

Ⅱ 特別会計
【

費 爾 予算額 決算額 増 減 備 考

礫越金 9,664,547 9,664,547 前年繰越金

令和6年通常会計から 100,000 100,000

雑収入 453 278 △ 175 預金利息

合 計 9,765,000 9,764,825 △ 175

【支

9,764,825 2,445,347 7,319,478   (次 年度へ繰越し)

費 目 予算額 決算額 残 額 備 考

母校充実費 2,000,000 1,819,975 180,025 バレーボール部高校総体支援 ,SSH補助ほか

次世代会員拡大等活動費 720,000 625,372 94,628 次世代会員拡大会議・総会広告ほか
/`ヽ

計 2,720,000 2,445,347 274,653

上記のとおり報告いたします。
令和7年 1月 6日

群馬県立高崎高等学校同窓会

監査の結果、適切と認めます。
令和7年 1月 6日

会計  原澤 道籟}飯野

4

群馬県立高崎高等学校同窓会  監査  小板橋
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2号議案 令和7年 高崎高等学校同窓会 事業計画 令和7年 1月 20日現在

月 日 同窓会事業 日 支部活動等 日 学校行事

1月
6日

(月 )

会計監査
(高崎高校、午前11時 )

10日

(金 )

第1回本部幹事会
(魚仲、午後6時 )

18日

(土 )

第 1回常任理事会
(翠替会館、午後2時 )

18日 (土 )
19日 (日 )

大学入学共通テスト

25日

(土 )

第123回新年総会 ※幹事94期

(グランピュー高崎、午後3時 )

2月
14日

(金 )

関西翠轡会 総会 (三校合同)
(鳥よし本店、午後5時 30分 )

16日

(日 )

通信制同窓会 総会
(高崎高校 午後3時30分 )

25日

(火 )

東京同窓会 新年会
(アラスカ、午後6時30分 )

20日 (木 )

21日 (金 )
選抜

3月
3日

(月 )

卒業式
※同窓会長賞授与、祝辞

27日

(木 )

第2回本部幹事会 ※異動者送別
(魚仲、午後6時 )

5日

(水 )
選抜合格発表

4月
8日

(火 )

入学式
※同窓会長祝辞

下旬
第2回常任理事会
(翠轡会館、午後2時 )

中旬
歓送迎会 (未定)
※同窓会長祝辞、記念品贈呈

5月
8日

(木 )
県高校総体 (開会式)

25日

(日 )

第31回 同窓会ゴルフ大会
(サンコーCC、 幹1事 87期 )

20日

(火 )
創立記念日

6月 上旬
第1回同窓会報編集委員会
(同窓会事務局、午後1時 )

中旬
東京同窓会 幹事会
(未定、午後6時 30分 )

5/31日 (上 )
6/1日 (日 )

翠轡祭

下旬
翠轡体育会 総会

(グランピュー高崎、午後6時 )

下旬
第 1回理事会 ※新任者歓迎
(グランピュー高崎、午後6時30分 )

下旬
藤岡翠轡会 総会
(藤岡商工会議所、午後4時 )

7月 上旬
第2回同窓会報編集委員会
(同窓会事務局、午後1時 )

上旬 先輩、教えてください !

8月 下旬
次世代会員意見交換会
(グランピュー高崎、午後6時30分 )

下旬
第3回本部幹事会
(魚仲、午後6時30分 )

9月 上旬
第3回常任理事会
(翠轡会館、午後2時 )

19日

(金 )

第79回定期戦
(高崎高校 )

中旬
第3回同窓会報編集委員会
(同窓会事務局、午後1時 )

下旬
期別代表幹事会
(グランピュー高崎、午後6時30分 )

10月 上旬
第2回理事会
(グランピュー高崎、午後6時30分 )

未定
高校OB対抗ゴルフ大会
(白水GC)

下旬
第4回同窓会報編集委員会
(同窓会事務局、午後1時 )

24日

(金 )

東京同窓会 総会
(未定、午後6時 30分 )

24日

(金 )
県総文祭 (開会式 )

11月 中旬
第5回同窓会報編集委員会
(同 窓会事務局、午後1時 )

9日

(日 )

榛麓翠轡会「榛麓の集い」
(つかさ、午後5時 )

4日 (火 )

7日 (金 )

修学旅行

中旬
碓氷安中翠替会
(並木苑、午後4時30分 )

中旬 マラソン大会

29日

(土 )

同窓会報 (第 59号 )発行
(23,000音 F)

30日

(日 )

翠轡体育会ゴルフ大会
(サンコーCC)

12月
8日

(月 )

同窓会報 (第 59号 )発送
(維持会費振込用紙等同封 )
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令和 7年 同窓会会計予算書 (案 )
群馬県立高崎高等学校

I 通常会計
の

差 引 増 減 備 考予算額 前年度予算額目費

265,321 △  105,877 前年度繰越金01繰 越 金 159,444
20,000 全 日制9,900× 280名 、通信制2,000× 50名02入 会 金 2,872,000 2,852,000

3,000名 (常任理事10,000、 理事5,000、 一般2,000)8,100,000 8,100,00003維 持 会 費
寄付・Webサ イ ト協賛金・記念品収入・名簿収入・利息ほか338,556 252,679 85,87704  雑  収  入

11,470,000 11,470,000△
計

差 け1 増 減 備 考予算 額費

1,300,000 △  100,0001,200,000
常任理事会・理事会・本部幹事会ほか700,000 700,000

∠ヽ  100,000 新年総会準備費ほか500,000 600,000

11 〈不 議 費

Ю否譲

『

~~~~
l②総会費
・…………………………

叙勲 。東京同窓会ほか350,000 350,00012祝
―令和6年度末離退任職員餞別150,000 200,000 △  50,000′13餞  別
供花代150,000 100,000 50,00014慶  弔
理事会通知・通信費・翠轡会館電話代ほか400,000 400,00015通 信 印 刷 讐
東京同窓会出席者旅費ほか100,000 100,00016旅
同窓会報発行費および発送費4,800,000 4,600,000 200,000i17同 窓 会 報
事務職員人件費・事務用品ほか1,800,000 1,600,000 200,00018事  務

1,600,000 △  100,0001,500,000
賞状・記念品ほか100,000100,000

700,000 証書ファイル・ネクタイピン700,000
△  100,000 SSH・ 部活動補助ほか700,000 800,000

19母 校 支 援 費

Webサイ ト管理費ほか20 100,000 100,000
翠団体育会補助ほか300,000 300,00021

指月庭維持管理費ほか旨   : 200,000 400,000 ∠1.200,00022環 境 整
データ投下代ほか23 300,000 300,000
特別会計ヘ24特 別 会 計 ;責 立 100,000 100,000

20,000 20,00025予    備
11,470,000 11,470,000ノヽ

Ⅱ 特別会計

差 ]1 増 減 備 考予算額 前年度予算額費 目

△  2,345,069 前年度繰越金前年度繰越金 7,319,478 9,664,547

通常会計から100,000令和 6年通常会計から 100,000

預金利息等522 69雑収入

7,420,000 9,765,000 △  2,345,000/ヽ
計

差 引 増 減 備 考予算額 前年度予算額費
施設・設備整備等2,000,000 2,000,000母校充実費

△  625,372次世代会員拡大等活重力費 94,628 720,000

△ 625,3722,094,628 2,720,000

収入総額 (円 )
7,420,000

支出総額 (円 )
2,094,628

差引残額 (円 )
5,325,372

6

(令和 7年末)

453 |



高崎高校同窓生の皆様

Iし 開 催 日

キし 会  場

卜′ 予約組数

1し  プレー費

|ン 競技方法

卜 表 彰 式

高崎高校同窓会長

第 87期代表幹事

2025年 1月 吉日

波潟 憲昭
静  和 彦

第 31回高崎高校同窓会ゴルフ大会のご案内

謹啓 新春の候、高崎高校同窓生の皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

日頃は同窓会の活動にご理解 とご協力を賜 り誠にありがとうございます。

さて、高崎高校同窓会では 今年も全同窓生を対象とするゴルフ大会を下記の通 り開催いたしま

す。

つきましては、同期の皆様お誘い合わせの上、奮ってご参加賜 りますようお願い申し上げます。

なお、参加のお申込みは 3月 上旬に各期代表者様へ参加申込書をお送 りいたしますので、大変恐

縮ですが、期ごとに参加者をお取 りまとめいただき、エントリーくださいますようお願い申し上げ

ます。

敬白

記

2025年 5月 25日 (日 )

サンコーカントリークラブ

〒370-2131 群馬県高崎市

60組 (240名 )予定
18,500円 (4Bセルフプレー

込)

×2Bお よびキャディを希望される方は別途ご負担をお願いいたします

<個 人 戦 >18ホ ールストロークプレー新ペ リアハンデイキャップ方式
<期別団体戦 >グ ロストータルの部・・・グロス上位 4名 のトータル

ネットトータルの部・・・ネット上位 4名 のトータル

×63期以前卒業の方はピンクテイ 73期以前卒業の方はゴール ドテイ使用可

全組プレー終了後 クラブハウス 8Fパーティールームにて実施予定

吉井町岩崎 2179 TEL 027‐ 388‐ 2800

料金、昼食、参加費 3,500円、チャリティー1,000円

以上

(お問い合わせ)87期事務局  甲斐 俊輔
E‐ mail i shun― kai@kaibousai.jp
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1 6

○山岳部

○ソフトテニス部

○水泳部

○スキー部

混成 8種

500mW
1 500rn

800m

400mH

1500m自 由形

SL

GS

団体

団体

個人

個人戦

団体戦

団体戦

国公立大学合計 190(16 176(153) 私 723(651

国公立医学部医学科計9(5)【 13(10)】  国公私立医学部医学科計 12(5)【 24(15)】

2.令和6年 県高校総体主な結果

○卓球部

○ハ
・レーボール部

○陸上競技部

第1部 男子

団体

個人

団体

学校の現況
( )内は現役

以上、関東大会出場

763(679)】 【】内は令和5年の数

第7位

優勝

ベスト8

第5位

優勝

第1位

第2位

第3位

第4位

第4位

第3位

第6位

第9位

○サッカー部

○ハ
・
スケットボール部

○ラグビー部

○テニス部

○弓道音F

O空手道部
○柔道部

○剣道部

C)ハ
・
ドミントン音「

ベスト8

ベスト16

ベスト8

ベスト8

第7位

ベスト16

1回戦敗退

ベスト8

2回戦敗退

8

5年 4年6年 5年 4年 6年

慶應大 24(16) 20(18) 20(13)北海道大 6(6) 7(4) 8(5)

33(28) 36(32) 38(32)東北大 22(19) 26(24) 22(22) 早稲田大

31(19)3(3) 6(1) 8(3) 中央大 43(35) 59(47)筑波大

9(9) 8(7) 明治大 59(49) 66(56) 76(61)千葉大 12(12)

上智大 6(4) 19(16) 7(4)群馬大 24(20) 18(16) 25(21)

21(19) 26(25) 21(14)埼玉大 8(7) 8(8) 4(4) 立教大

8(6) 8(7) 11(5) 青山学院大 16(10) 13(11) 13(11)東京大

2(2) 法政大 39(37) 53(51) 48(36)一橋大 2(2) 5(5)

30(28) 26(23) 33(24)東京工業大 3(2) 2(2) 2(2) 日本大

57(39) 63(56)東京外国語大 1(1) 1(1) 1(1) 東京理科大 61(56)

59(45)4(3) 5(3) 6(6) 芝浦工業大 54(53) 53(48)横浜国立大

12(12) 19(17) 明治学院大 5(5) 3(3) 7(6)新潟大 15(15)

5(4) 同志社大 13(9) 1(1) 4(4)金沢大 11(10) 11(10)

24(22) 17(15) 28(25)信州大 4(4) 5(3) 3(3) 立命館大

0 1(1) 3(2)名古屋大

5(4) 2(2) 4(4) 高崎経済大 15(14) 9(9) 12(10)大阪大

1(1) 2(2)京都大 2(1) 3(2) 4(4) 東京都立大 3(3)

総合順位 第2位 (昨年度 第6位 )



3.令和 6年 1～ 5月 部活動等の活躍
○ハ
・
レーホ
゛
―ル部  令和5年度群馬県高等学校新人大会
令和5年度第66回群馬口埼玉対抗バレーボール優勝大会

○空手道部   令和5年度第32回関東高等学校空手道選抜大会
○ソフトテニス部  ジヤパンカップソフトテニス2024群馬県予選

ダブルス
ンングルス

○陸上部    令和6年度関東高等学校陸上競技大会   男子北関東5000m競歩
○将棋部   高等学校将棋選手権大会         男子個人
○マンドリン部   第54回群馬県高等学校ギター・マンドリン音楽コンクール
○競技かるた部 第19回全国高校生かるたグランプリ
○物理部    ロボカップジュニア2024群馬ブロック大会

優勝
優勝
準優勝

第2位

第2位

第5位 (全国大会出場 )
優勝 (全国大会出場 )
優秀賞
第4位

サッカーチャレンジ     第 1位
レスキューチャレンジ    第 1位

STEAM JAPAN AWARD                       Bronze賞 (全国3位相当 )
OSSH部    第24回アジア物理オリンピック       銅メダル獲得・文部科学大臣特別賞

4.6月 以降 部活動等の活躍
○ソフトテニス部  令和6年度関東高等学校ソフトテニス大会   男子団体         第5位

令和6年度群馬県高等学校ソフトテニス選手権大会 男子個人          第2位 (全国大会出場 )
男子個人         第3位 (全国大会出場 )

令和6年度全国高等学校総合体育大会    男子個人         3回 戦敗退
○ハ
・
レーホ
゛
―ル部 令和6年度全国高等学校総合体育大会県予選              優勝
令和6年度全国高等学校総合体育大会                 予選リーグ敗退
第77回全日本バレーボール高等学校選手権大会            1回 戦敗退

○弓道部    令和6年度群馬県高等学校弓道選手権大会  男子個人         第3位
○剣道部    令和6年度全国高等学校剣道大会県予選   男子団体         第3位

令和6年度学校対抗選手権大会      男子団体         第3位
○水泳部    令和6年度群馬県総合体育大会      競泳男子総合       第3位

1500m自 由形       第3位
200m個 人メドレー     第3位
400m個 人メドレー     第2位

上記3種目を含めて、計11種 目で関東大会出場
群馬県高等学校選手権水泳競技大会    競泳男子総合       第4位

男子100m背泳ぎ      第3位
男子400m個人メドレー    第2位
男子4X100mフルーリレー  第3位

○放送メディア研究部 第71回 NHK杯全国高等学校放送コンテスト群馬県大会
アナウンス部門       優秀賞 (全国大会出場 )

第21回群馬県高校放送コンクール     オーディオメッセージ部門  優良賞 (関東大会出場 )
ビデオメッセージ部門    優秀賞 (全国大会出場 )

○文芸部    第27回俳句甲子園全国高等学校俳句選手権大会関東地区大会高崎第二会場
最優秀作品賞(全国大会出場)

○将棋部    第37回高校竜王戦群馬県大会                    優勝 (全国大会出場 )
第37回高校竜王戦 (全国大会)                    ベスト16

第30回群馬県高等学校将棋新人大会    男子個人         優勝
○マンドリン部   令和6年度 全国高等学校ギター・マンドリン音楽コンクール        優秀賞
○吹奏楽部   第66回群馬県吹奏楽部コンクール高等学校Bの部            金賞

第30回群馬県高等学校総合文化祭吹奏楽専門部大会          最優秀賞 (全国大会出場 )
○和太鼓部   第14回関東地区高等学校和太鼓選手権                銅賞
○物理部    Q-1～ U-18が未来を変える★ 研究発表 SHOW             最優秀イノベーター(最優秀探究賞)

U-22プログラミングコンテスト                      経済産業省商務情報政策局長賞
OSSH部    第8回ヨーロッパ物理オリンピック                   銅メダル

世界青少年発明工夫展                       銀賞
令和6年度群馬県高校生科学コンテスト                 準優勝
QS丁高崎サイエンスフエスタ2024高校生発表             最優秀賞

○新聞部   第38回群馬県高校新聞コンクール                   群馬県知事賞
○通信制   第72回全国高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会        厚生労働省人材開発統括官賞

5.主 な 学 校 行 事
5月 10日 (金)～ 13日 (月 )  県高校総体
6月 1日 (土)～ 2日 (日 )   第72回翠轡祭
7月 3日 (水)         第2学年「先輩、教えてください!」
9月 20日 (金)        第78回定期戦 (於 :前橋高校)前橋高校勝利
11月 6日 (水)        校内マラソン大会
11月 12日 (火 )～ 15日 (金) 第 2学年 修学旅行    (広 島、関西方面)
11月 14日 (本)～ 15日 (金) 第 1学年 科学リテラシー研修

(東大 日早稲田大、筑波研究学園都市訪間)

9



第 123 群馬県立高崎中学校
群馬県立高崎高等学校

同窓会 懇親会

次 第

司会 村井田 浩司 (94期 )

1 開会の言葉 実行委員長 高野 由博 (94期 )

2 校歌斉唱

翠轡斉唱

3 挨拶 会 長 波潟 憲昭 (81期 )

4 乾杯 顧  間 坂本 正樹 (71期 )

懇  談  ～ (定期 戦 VTR)～

5 キーの伝達 94期代表から95期代表ヘ

次期幹事挨拶  95期 代表幹事 清水 正樹

6 中〆 東京同窓会会長 山越 厚志 (75期 )

7 閉会の言葉 94期代表幹事 廣瀬 一成
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当時の真下商店を振り返って

OBイ ンタビュー

当時を振り返る飯野先生 α三)と小林先生 (右 )
小
林
先
生
は
、

「
カ

ッ
プ
ラ
ー
メ

・
ン
と
お
ば
ち
ゃ
ん
手
作
り
の
カ
レ
ー

一
だ
。
冬
は
特
に
帰
宅
前
の
エ
ネ
ル

・
ギ
ー
補
給
Ｌ
し
て
よ
く
食
べ
て
い

・
た
」
と
話
し
、

飯
野

先
生
は
、

「
■
０
０
円
カ
レ
ー
だ
。
■
５
０

・
円
、
２
０
０
円
と
値
段
に
よ

っ
て

量
が
増
え
て
い
た
。
加
え
て
、
昔

２
締
め
一ジ
ュ
ー

一
ス
を
よ
く
買

っ
た
」
と
話
し
た
。

・
次
に
、
以
前
の
真
下
商
店
の
印
象

一
に
つ
い
て
、
小
林
先
生
は
、

「
元

一
気
な
お
ば
ち
ゃ
ん
の
い
る
お
店
と

い
う
印
象
が
あ
る
。
ま
た
、
先
輩
も

同
級
生
も
後
輩
も
多
く
の
生
徒
が
利

用
し
て
い
た
。
生
徒
会
や
実
行
委
員

の
友
だ
ち
は
、
ほ
ぼ
自
宅
の
よ
う
に

上
が
り
こ
ん
で
食
事
な
ど
を
し
て
い

た
」
と
語
り
、
飯
野
先
生
は
、

「
放

課
後
に
加
え
、
私
た
ち
の
時
代
は
土

つ

い

て

間

く

ど
ん
な
世
代
の
人
＾

真
下
商
店
〃
だ
。
高
高
の
３
年

間
は
、

世

代

を

超

え

て

話

題

に

な

る

の
が

翠
轡
祭
″
や

″
定
期
戦
〃
と
並
ん
で

業
後
に
お
昼
を
食
べ
て
い

て
い
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に
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た
り

、

高

高

の
卒

業

生

で

、

在

学

時

に

真

下

商

店

を
よ
く

利

用

し

て

い
た

小

林

裕

貴
先
生
、
飯
野
道
彦
先
生
に
話
を
伺
っ

た
。ま

ず

、

真

下
商

店

を

高

高

生

と

し

て
利

用

し
て

い

た

時

に

よ

く

購

入
し

思
う
」
と
、
現
高
高
生
に
向
け
て
メ

ッ

セ
ー
ジ
を
送

っ
た
。
　

　

　

（
樋

口
）

を
辿

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
卒
一

生
の
人
と
話
を
す
る
と
き
に
話
の
ヽ

夕
に
な
る
。
そ
ん
な
高
校
生
活
の
・

と
つ
の
思
い
出
が
増
え
る
の
か
な
・

ほ
し
い
」
と
述
べ
、
飯
野
先
生
が
、

「
卒
業
生
の
人
と
話
を
す
る
と
、
　
．

生
の

″
心
と
胃
袋
を
満
た
す
真
下
″

に
な
る
は
ず
だ
。
お
世
話
に
な

っ
て

と
語

っ
た
。

最
後
に
、
小
林
先
生
が
、

多
か
っ
た
の
が
印
象
に
残

っ
て
い
る
。

ま
た
、
冬
は
こ
た
つ
が
用
意
さ
れ
、

そ
こ
で
暖
ま
っ
て
い
る
生
徒
も
い
た
」

「ましも商店」復活

高高生の憩いの場所に

商
店
復

活
に

つ
い
て

話

す
天

田
さ
ん

防

犯

上

の

問

題

か

ら

閉

店

し

た
」

と

述

べ
た

。

続

い

て

、

な

ぜ

１２

年

ぶ

り

に

復

活

す

る

こ

と

を

決

め

た

の

か

に

つ

い

て

、

「
も

と

も

と

教

員

だ

っ

た

た

め

、

再

任

用

と

い

う

選

択

肢

も

あ

っ

た

が

、

学

生

や

地

域

の

人

々

に

貢

献

で

き

る

こ

と

を

し

た

い

と

思

っ

た

。

近

く

復
活
の
理
由
語
る

店
主

天
田
妙
子
さ
ん

か

つ
て
、

「
真
下
商
店
」
と
い
う
店
が
、
高
高
の
工
門
前
に
あ

っ
た

の
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
真
下
商
店
は

昭
和
２
年
に
開
店
し
、
カ
ッ
プ
麺
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
駄
菓
子

な
ど
を
販
売
し
、
多
く

の
高
高
生
が
利
用
し
て
い
た
。
２
０
■
２
年
に
惜
し
ま
れ

つ
つ

も
閉
店
し
た
が
、
当
時

の
店
主
の
娘
で
あ
る
天

田
妙

子
さ
ん
が
、
今
年
の
１１
月
２
日
に

「ま
し
も
商
店
」
と
し
て
復
活
さ
せ
た
ｃ

Ｈ

月

２

日

に

約

１２

年

ぶ

り

に

ま

し

も

商

店

が

復

活

し

た

。

そ

こ

で
、

店

主

の

大

田

妙

子

さ

ん

に

話

を

聞

い

た

。

前

身

の

真

下

商

店

の

閉

贋

理

由

に

つ

い

て

、

「
父

が

亡

く

な

っ
て

か

ら

、

母

が

一
人

で

営

ん

で

い

た
ｃ

し

か

し

、

年

を

重

ね

る

に

つ
れ

て
、

仕

入

れ

が

大

変

に

な

っ
た

こ

と

や

に

学

校

が

あ

る

の

に

閉

店

し

た

ま

ま

で

は

も

っ
た

い

な

い

と

思

い

、

復

活

さ

せ

る

こ

と

を

決

意

し

た

」

と

語

っ
た

。

次

に

、

ど

の

よ

う

な

客

層

を

対

象

と

し

て

い

る

か

に

つ

い

て

、

「
ま

し

も

商

店

は

、

高

高

が

あ

る

か

ら

営

ん

で

い

る

の

は

も

ち

ろ

ん

だ

が

、

地

元

の

小

学

生

や

中

学

生
、

高

高

の

卒

業

生

、

地

域

の

人

々

な

ど

幅

広

い

年

齢

層

に

来

て

も

ら

え

る

店

に

し

た

い

。

実

は

、

店

舗

以

外

に

も

和

室

が

あ

り

、

今

後

は

、

習

い

事

の

場

所

や

勉

強

ス

ペ

ー

ス

な

ど

と

し

て

有

効

活

用

し

て

い

き

た

い

」

と

話

し

た

。

ま

た

、

ま

し

も

商

店

を

利

用

し

て

い

る

高

高

生

の

印

象

に

つ

い

て
、

「
部

活

動

の

帰

り

に

来

て

く

れ

る

高

高

生

が

多

い

。

挨

拶

を

き

ち

ん

と

し

た

り

、

食

べ

た

食

器

を

片

付

け

て

く

れ

た

り

礼

儀

正

し

い

生

徒

が

多

い

印

象

が

あ

る

」

と

述

べ

た
。

さ

ら

に

、

今

後

の

ま

し

も

商

店

の

展

望

に

つ

い

て

、

「
頑

張

っ
て

続

け

て

い

き

た

い

と

思

う

。

高

高

生

の

中

に

は

速

く

か

ら

来

て

い

る

生

徒

も

い

る

の

で

、

帰

る

前

に

立

ち

寄

っ
て

腹

こ

し

ら

え

し

た

り

、

悩

み

が

あ

る

生

徒

が

気

軽

に

相

談

で

き

た

り

す

る

場

所

を

目

指

し

た

い

。

ま

た

、

検

討

中

で

は

あ

る

も

の

の

、

土

曜

日

や

日

曜

日

に

こ

ど

も

食

堂

を

開

設

す

る

こ

と

も

考

え

て

い

る

。

こ

ど

も

食

堂

を

支

え

て

く

れ

る

企

業

が

あ

る

な

ら

ば

、

販

売

し

て

い

る

カ

レ

ー

を

さ

ら

に

安

く

提

供

で

き

る

だ

ろ

う

。

こ

れ

ら

の

こ

と

を

通

じ

て

地

域

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

つ
な

げ

ら

れ

る

店

に

し

て

い

き

た

い

」

と

話

し

た

。

最

後

に

、

高

高

生

に

向

け

て

、

「
今

し

か

で

き

な

い

こ

と

や

受

験

勉

強

に

励

む

高

高

生

の

思

い

出

に

残

る

よ

う

な

ま

し

も

商

店

に

し

た

い

と

考
え

て

い
る

。

い

つ
で

も

待

っ

て

い

る

の

で

ぜ

ひ

来

店

し

て

は

し

い

」

と

イ

ン

タ

ビ

ュ
ー

を

締

め

た
。

（木
村
）

駄菓子からカレーまで

安価で豊富な商品

属
内
の
様
子

ま

し

も

商

店

で

は

、

高

高

生

を

魅

了

す

る

様

々

な

商

品

を

販

売

し

て

い

る

。

バ

ラ

エ

テ

ィ
に

富

ん

だ

駄

菓

子

や

カ

ッ

プ

ラ

ー

メ

ン

、

ア

イ

ス

や

グ

ミ

な

ど

を

購

入

が

で

き
、

店

内

で

の

食

事

も

で

き

る

。

ま

た
、

店

主

の
大

田

さ

ん

が

作

る

カ

レ

ー

一ジ
イ

ス

や

フ

ラ

イ

ド

ポ

テ

ト

も

販

売

し

て

い

る

。

天

田

さ

ん

に

商

品

に

つ

い

て

話

を

聞
く

と

、

「
駄

菓

子

は
安

く

売

っ

人
気
商
品
の
カ
レ
ー

（
３
８
０
円
）

て

い

る

た

め

人

気

が

あ

る

。

ま

た
、

ア

イ

ス

も

買

う

人

が

多

い

。

お

す

す

め

の

商

品

は

カ

レ

ー

ラ

イ

ス
だ
。

肉
や

手
作

り

の

ら

っ
き

ょ
う

を

使

っ

た

、

幸

め

の

仕

上

が

り

に

な

っ
て

い

る

。

売

っ
て

い

る

商

品

は

、

高

高

生

の

小

遣

い

の

負

担

に

な

ら

な

い

よ

う

に

な

る

べ

く

安

く

販

売

し

て

い

る

。

要

望

が

あ

れ

ば

、

新

し

い

商

品

の

追

加

も

考

え

て

い

る

」

と

話

し

た

。
　

　

　

　

（
福

田

）
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生徒67.5%が「高い」

コンビニの商品価格に不満か
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ヨンピニの商品の鼈 こつもヽて、どう思いますか。

7 9%

立立

=ヨ

28.2% 38`5%

67.5%
しヽ

安しヽ

31.6%
ト
ア
を
ど

の
程
度
利
用
し
て
い
る
か

、

ビ

ニ
や
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト

ア
で

が
目
立

つ
」

ン
ピ

ニ
や
ド
一フ
ッ
グ
ス
ト
ア
の

％
が

「
普
通
」
と
回
答
し
た
。

コ

商
品
の
価
格
に

つ
い
て
は
醤

・

す
る
か
、
と

い
う

質
問
で
は

「一

れ
た
ｃ

兌
む

1週霧に

3難以上全く秘蔵しなし

15,4%

校
生
徒
を
対
象
に

、
ま
し
も
商
店
と

高

高
付
近
の

コ
ン
ビ

ニ
や
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト

ア
に

つ
い
て

の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

■
■
７
件

の
回
答
を
得
た
ｃ

か

つ
て

の
真
下
商
店

を
知

っ
て

い
る

が

「
知

っ
て

い
る
」
と
回
答
し
た
。
ま

し
も
商
店
が
以
前

の
真
下

商
店
と
同
じ

場
所
に
開
店
し
た

こ
と
を
知

っ
て
い
る

か

、
と

い

う

質

問
に

は

８０

・
３
％

が

「
知

っ
て
い
る
」

と
回
答

し
た
。
ま
た
、

1～ 2ヶ月

に1自篠震

1～2運購

|こ 1曇程度

0,9%

と

い
う

質
問
に
は

「
■
～

２
週
間
に

日
程
度
」
と
い
う

回
答

が
３８

・
５
％
・

最
も
多

か

っ
た
ｃ
普
段
利

用
す
る

コ

品

の
良

さ

を

聞

く

質

問

に

は

、

「種
類
が
豊
富
」
、

「質
が
い
い
」

な
ど
の
回
答

が
得
ら
れ

、
改
善
し

て
は
し

い
点
を
問
く
質
問
に
は
、

「
値
段
が
高
い
」
、

「
在
庫
切
れ

み
物
」
の
回
答
数
が
最
も
多

か

っ

た
。
コ
ン
ビ

ニ
の
商
品

の
価
格
に

つ
い
て
は
６７

・
５
％
が

「
高
い
」

と
回
答
し
、
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
の

「き
み
江
さ
ん
家
」
移
転
の
経
緯
語
る

焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
で
客
と
の
交
流
を

移転の影響を話す君江さん

群

馬

県

の

こ

当

地

名

物

焼

き

ま

ん

じ

ゅ
う

。

高

高

の

近

く

に

も

、

焼

き

ま

ん

じ

ゅ
う

を

販

売

し

て

い

る

店

が

あ

る

。

そ

れ

が

き

み

江

さ

ん

家

だ

。

２

年

前

ま

で

は

高

高

の

北

門

側

に

店

を

構

え

て

い

た

が
、

建

物

の

老

朽

化

に

よ

り

、

八

千

代

町

の

自

宅

に

移

転

し

た

ｃ

過

去

に

は

、

日

本

テ

レ

ビ

の

「
秘

密

の

ケ

ン

ミ

ン

Ｓ

Ｈ

Ｏ

Ｗ

」

や

、

テ

レ

ビ

東

京

の

「
秋

山

ロ
ケ

の

地

図

」

に

取

り

上

げ

ら

れ

た

。

そ

こ

で

、

き

み

江

さ

ん

家

の

店

主

で

あ

る

、

吉

井

君

江

さ

ん

に

話

を

聞

い

た

。

―

い

つ

か

ら

営

業

を

始

め

た

の

か
ｃ

ま

た

、

な

ぜ

営

業

す

る

に

至

っ
た

の

か

。

２

０

■

■

年

の

３

月

か

ら

営

業

を

始

め

た

ｃ

人

と

の

交

流

を

楽

し

み

た

い

と

思

い

、

働

く

こ

と

の

で

き

る

場

所

を

探

し

た

。

し

か

し

、

年

齢

の

関

係

で

雇

用

し

て

く

れ

る

企

業

が

い

な

か

っ
た

た

め

、

自

分

で

店

を

開

く

こ

と

に

し

た

。

開

店

前

橋

市

に

あ

る

田

中

屋

さ

ん

か

、

焼

き

ま

ん

じ

ゅ

う

の

生

地

と

レ

を

い

た

だ

い

て

提

供

し

て

い

当

時

は

、

息

子

の

所

有

し

て

い

た

土

地

を

聞

借

り

し

て

営

業

し

て

い

た

。

―

な

ぜ

焼

き

ま

ん

じ

ゅ

う

を

売

り

始

め

た

の

か

ｃ

ま

た

、

焼

き

ま

ん

じ

ゅ
う

の

仕

入

れ

先

に

つ

い

て

。

知

人

の

勧

め

で

始

め

る

こ

と

に

し

た

。

最

初

は

、

大

田

市

で

ふ

か

し

た

ま

ん

じ

ゅ
う

を

こ
ち

ら

に

持

っ

て

き

て

販

売

し

て

い

た

。

し

か

し
、

輸

送

に

時

間

が

か

か

る

た

め

、

今

う

声

が

多

く

あ

が

り

、

客

足

も

遠

の
い

た

。

そ

こ
で

、

以

前
店

が
あ

っ

た

場

所

に

移

転

の

お

知

ら

せ

を

掲

示

し

た

り

、

住

宅

地

の

わ

か

り

や

す

い

場

所

に

着

板

を

立

て

た

り

し

た

。

最

近

に

な

っ
て

、

再

び

人

々

に

認

知

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ
て

き

た

。

―

き

み

江

さ

ん

家

で

は

、

他

に

ど

の

よ

う

な

商

品

を

販

売

し

て

い

る

の

か

。

現

在

は

キ

ム

チ

や

き

ゅ
う

り

の

漬

物

、

薫

物

な

ど

を

販

売

し

て

い

る

。
も

と
も

と

は

、

焼

き

ま

ん

じ

ゅ

う

を

店

の

中

で

食

べ
て

く

れ

る

人

に

対

し

て

の

み

、

サ

ー

ビ

ス

で

提

供

し

て

い

た

が

、

お

客

さ

ん

か

ら

の

要

望

が

あ

り

、

商

品

と

し

て

販

売

す

る

こ

と

に

し

た

。

―

今

後

の

展

望

に

つ

い

て

。

今

後

も

、

お

客

さ

ん

と

の

交

流

を

楽

し

み

に

営

業

を

続

け

た

い

。

（
新

井
）

移

転

の

経

緯

と

、

そ

れ

に

伴

う

影

饗

と

は

。

建

物

の

老

朽

化

に

よ

り

、

行

政

か

ら

立

ち

退

き

命

令

が

出

さ

れ

、

２

年

前

の

二

月

に

移

転

す

る

こ

と

に

な

っ
た

。

現

在

の

店

は

、

知

人

が

プ

レ

ハ
プ

小
屋

を

改

造

し

て

作

っ

て

く

れ

た

。

住

宅

街

の

中

に

鷹

を

構

え

た

た

め

、

移

転

し

た

当

初

は
、

「食
欲
旺
盛
で
好
ま
し
い
生
徒
た
ち
」

購
買
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

冬

の

食

事

と

い

え

ば

鍋

や

お

で

ん

を

思

い

浮

か

べ

る

人

は

多

い

だ

ろ

う

▼

で

は

、

あ

え

て

冷

た

い

も

の

と

い

う

の

は

ど

う

だ

ろ

う

。

例

え

ば

、

エ

ア

コ

ン

の

効

い

た

部

屋

の

中

、

こ

た

つ
に

入

っ
て

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム

や

か

き

氷

を

食

べ
る

と

い

う

の

も

一
興

で

は

な

い

か

。

森

永

乳

業

株

式

会

社

の

２０

代

か

ら

６０

代

の

■

０

０

０

人

を

対

象

と

し

た

調

査

に

よ

る

と

、

「
冬

で

も

ア

イ

ス

を

食

べ

た

く

な

る

」

と

回

答

し

た

人

が

９

割

以

上

い

る

よ

う

だ

。

そ

の

中

で

、

最

も

理

由

と

し

て

多

か

っ
た

の

は

、

「
部

屋

が

温

ま

る

と

冷

た

い

食

べ
物

を

食

べ

た

く

な

る

か

ら

」

だ

っ
た

▼

こ

こ

で

、

ふ

と

、

夏

に

涼

し

い

部

屋

で

温

か

い

も

の

が

欲

し

く

な

る

こ

と

は

あ

る

の

だ

ろ

う

か

と

い

う

疑

間

が

浮

か

ん

だ

。

個

人

的

な

経

験

か

ら

意

見

を

述

べ

る

と

、

そ

れ

は

考

え

に

く

い

。

も

ち

ろ

ん

、

冷

た

い

も

の

ば

か

り

食

べ

て

い

る

と

体

が

冷

え

て

し

ま

う

た

め

、

健

康

を

考

え

て

、

温

か

い

も

の

が

勧

め

ら

れ

る

こ

と

は

あ

る

。

だ

が

、

い

か

に

冷

房

の

効

い

た

部

屋

で

も

、

夏

に

鍋

や

お

で

ん

を

食

べ

た

い

と

思

う

こ

と

は

少

な

い

だ

ろ

う

。

例

え

ば

、

ど

の

コ

ン

ビ

ニ
で

も

■

年

中

ア

イ

ス

は

販

売

し

て

い

る

が

、

夏

に

お

で

ん

を

販

売

し

て

い

る

コ

ン

ビ

ニ
は

少

な

い

▼

こ

こ

で

、

「
ア

イ

ス

」

と

「
鍋

や

お

で

ん

」

の

違

い

を

考

え

て

み

る

と

、

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム

は

甘

く

、

間

食

と

し

て

食

べ

る

こ

と

が

ほ

と

ん

ど

だ

。

一
方

、

鍋

や

お

で

ん

は

、

俗

に

言

う

お

か

ず

向

き

で

、

間

食

に

は

向

か

な

い

。

そ

の
、

軽

食

と

し

て

の

食

べ

や

す

さ

に

、

そ

れ

ぞ

れ

季

節

感

の

な

い

も

の

で

も

、

人

気

の

違

い

の

理

由

が

あ

る

の
だ

と

考

え

る

。
　

　

　

（
荻

野
）

|る 夕 ら は

店
の

置

が

分

現

在

、

高

高

の

購

買

で

は

瀬

川

さ

ん

と

久

保

田

さ

ん

の

２

人

が

販

売

を

担

っ
て

い

る

。

高

高

の

購

買

に

２０

年

以

上

勤

め

て

い

る

瀬

川

さ

ん

に

話

を

聞

い

た

。
　

．

ま

ず

、

人

気

の

商

品

を

聞

く

と
、

「
焼

き

そ

ば

や

、

『
パ

リ
パ

リ

チ
ー

ズ

』

『
明

太

フ

ラ

ン

ス

』

な

ど

の

フ

ラ

ン

ス

パ

ン

系

は

売

れ

行

き

が

良

い

。

ま

た

、

冬

場

に

は

ホ

イ

ッ

プ

ク

リ

ー

ム

を

使

っ
た

パ

ン

が

よ

く

売

れ

る

」

と

話

し

た

。

ま

た

、

「
雨

の

日

は

、

放

課

後

に

絞

外

で

買

う

こ

と

が

難

し

く

な

る

た

め

多

め

に

売

れ

る
ｃ

逆

に

、

試

験

前

で

部

活

が

な

い

と

き

や

、

マ

ラ

ソ

ン

大

会

が

近

づ

い

た

と

き

は

売

れ

残

る

こ

と

も

あ

る

」

と

話

し

た
。

パ

ン

の

仕

入

れ

先

を

開

く

、

「
群

馬

フ

ー

ド

サ

ー

ビ

に

は

好

感

が

持

て

る

。

日

の

前

の

こ

と

に

集

中

し

て

頑

張

っ
て

は

し

い

」

と

話

し

た

。

最

後

に

、

「
校

内

マ

ラ

ソ

ン

大

会

で

は

ラ

ス

ク

を

協

賛

し

た

。

ま

た

、

期

間

限

定

で

現

在

『
バ

ナ

ナ

ボ
ー
ト
』
と

『
ク
リ
ス

マ
ス
ツ

リ
ー
』

を

販

売

し

て

い

る

。

パ

ン

に

関

す

る

要

望

が

あ

れ

ば

遠

慮

せ

ず

に

伝

え

て

は

し

い

。

バ

ン

に

関

係

の

な

い

話

題

で

も

相

談

に

乗

る

か

ら

、

ぜ

ひ
購

買

に

足

を

運

ん
で

は

し

い
」

と

述

べ
た

。
　

　

　

　

　

（
荻

野
）

り
に
く
い
と
い

バナナボート (右)とクリスマスツリー (左 )
の 生 と  れ ス と
事 徒 は
に た  ｀
打 ち ¬
ち だ 食
込 と 欲
ん 思 旺
で う 盛
ンヽ  °ソコミ
る 一 良
姿 つ い

高 て と
高 い い
生 る う
に
し~と
対 と こ
し 話 ろ
て し か
思 た ら
う °仕
こ  入

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ

L


